
平成２３年度事業報告 
（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 
 
［概 要］ 
 平成 23 年度も、昨年度と同様に各種の事業を行った。自主事業として、シンポジウム、研

究会、講演会の開催や、会誌 NEW DIAMOND の発行を行い、受託事業として「ダイヤモン

ドライクカーボン膜及び評価方法に関する標準化」を実施した。 
 
１．自主事業 
1.1 研究会・講演会の開催 
1.1.1 学術委員会     （定款第３条（１）関連事業） 
(1) 第 25 回ダイヤモンドシンポジウム 

・平成 23 年 12 月 7～9 日  於：産業技術総合研究所(つくば) 
・特別講演１件   
・オーラル 44 件、ポスター 73 件 計 118 件  
・参加者： 233 名 
・講演賞・ポスターセッション賞受賞者 

優秀講演賞：水落 憲和(大阪大学大学院 基礎工学研究科)  
最優秀賞 ：飯泉 陽子(筑波大学大学院 数理物質科学研究科)  
優秀賞   ：竹野 貴法(東北大学 国際高等融合領域研究所) 
優秀賞   ：福井   真(金沢大学大学院 自然科学研究科)  

(2) 研究会 
・平成 23 年度第 1 回研究会 

平成 23 年 6 月 23 日 
テーマ：「ダイヤモンドと量子計算の基礎」 
講演 4 件、参加者 29 名 

・ 平成 23 年度第 2 回研究会 
平成 23 年 10 月 6 日 
テーマ：「最新の TEM 技術によるカーボン材料研究の新展開」 
講演 4 件、参加者 20 名 

・ 平成 23 年度第 3 回研究会 
平成 24 年 1 月 30 日 
テーマ：「切削工具におけるダイヤモンド・cBN への期待」 
講演 4 件、参加者 46 名 

1.1.2 技術調査委員会     （定款第３条（１）関連事業） 
平成 23 年度・第 17 回技術調査講演会 

平成 24 年 2 月 6 日 
テーマ：「DLC 国際標準化の進展状況」 
講演 1 件、参加者 25 名 

1.2 情報収集、会誌の編集    （定款第３条（２）号関連事業） 
広報・出版委員会 



会誌：「NEW DIAMOND」の 101～104 号を発行した。 
ホームページ：広報、会員サービスの向上を目指して、ホームページを一新した。 

 
２．受託事業      （定款第３条（４）関連事業） 
2.1 国際標準開発事業 

 経済産業省から事業委託された三菱総合研究所より、国際標準開発事業「ダイヤモン

ドライクカーボン膜及び評価方法に関する標準化」を受託し、活動を行った。この研究

活動は、当フォーラム内に下記の委員会、WG を設置して活動した。 
DLC 規格化委員会（斎藤秀俊委員長、委員 6 名）：2 回開催 
分類標準化 WG（大竹尚登主査、委員 5 名）：4 回開催 
評価技術標準化 WG（平田 敦、平塚傑工主査、委員 5 名）：3 回開催 

2.2 NDNC2011 
 NDNC2011 実行委員会より、NDNC2011 に関する事務業務の一部（会員への会議情報

配布等）を受託し、必要業務を実施した。 
 
３．管理の状況 
3.1 会員動向 

(1) 平成２３年３月３１日現在の会員総数：２１１（正会員：２０８） 
法人会員：４８、研究会員：１５４、学生会員：６、名誉会員：３ 

(2) 年度内の入退会 
入会：２０ 

法人会員：９、研究会員：７、学生会員：４ 
法人会員：アリオス㈱､エレメントシックス㈱､ＳＧＳジャパン㈱､㈱シンテック､ 
     CSM Instruments SA､㈱ＴＫＸ､東海ゴム工業㈱､ 
     ㈱フィッシャー・インストルメンツ、㈱レスカ 
研究会員：岩崎 孝之(東京工業大学)、小野田 忍(日本原子力研究開発機構) 、 
     神田 一隆(福井工業大学)、峠 睦(熊本大学)、徳田 規夫(金沢大学)、 
     堀田 篤(慶應義塾大学) 、藤井 知(千葉大学) 
学生会員：井谷 司(大阪大学) 、大沼 祐紀(青山学院大学)､ 
     菊地 啓翔(青山学院大学) 、藤本昌宏(兵庫県立大学) 

退会：１３ 
法人会員：４、研究会員：８、学生会員：１ 
（会員種別変更（研究会員→学生会員）１） 

(3) 平成２４年３月３１日現在の会員総数：２１８（正会員：２１５） 
法人会員：５３、研究会員：１５４、学生会員：８、名誉会員：３ 

3.2 総会 
通常総会：平成 23 年 5 月 11 日 

3.3 理事会 
第１回理事会：平成 23 年 5 月 11 日 
第１回臨時理事会：平成 23 年 12 月 13 日（書面審査） 
第２回臨時理事会：平成 24 年 2 月 8 日（書面審査） 
第３回臨時理事会：平成 24 年 2 月 23 日（書面審査） 
第２回理事会：平成 24 年 4 月 24 日 



3.4 常務委員会 
第１回常務委員会：平成 23 年 7 月 5 日 
第２回常務委員会：平成 23 年 10 月 11 日 
第３回常務委員会：平成 24 年 1 月 17 日 
第４回常務委員会：平成 24 年 3 月 28 日 

3.5 各種委員会（常置） 
学術委員会   ５回開催 
技術調査委員会 １回開催 
広報出版委員会 ３回開催 

3.6 事務局 
田中事務局長、東條事務局員の体制で、事務局の業務を行った。 

 



















平成２４年度事業計画 
（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 
 
［概 要］ 
 平成 24 年度には、前年度と同様に各種の自主事業を実施する。会員各位の積極的な参画を

お願いしたい。また、財政状況の改善のため、会員各位の一層のご協力をお願いしたい。 
 
１．自主事業 
1.1 研究会・講演会の開催    （定款第３条（１）関連事業） 

学術委員会、技術調査委員会ならびに広報・出版委員会が担当する。 
(1) 第 26 回ダイヤモンドシンポジウムを企画、開催 
(2) 研究会を 3 回程度企画、開催 
(3) 技術調査講演会を企画、開催 
(4) セミナーを企画、開催 

1.2 情報収集、会誌及び資料等の編集並びに発行  （定款第３条第（２）関連事業） 
広報・出版委員会が下記を中心にして、企画、実行する。 

(1) 会誌「NEW DIAMOND」の年４回発行 
(2) ホームページの更新維持 
(3) その他 

1.3 国際会議および関係諸団体との連絡および提携 （定款第３条第（３）関連事業） 
国際委員会が下記を中心にして、企画、実行する。 

(1) 各種国際会議運営委員会との連絡及び提携 
(2) その他 

 
２．受託事業      （定款第３条（４）関連事業） 

受託事業として、「カーボン膜に関する国際標準化」を予定する。 
 
３．管理業務 
3.1 総会 

定時会員総会を平成 24 年 5 月に開催 
3.2 理事会 

理事会を 2 回程度開催 
3.3 常務委員会 

常務委員会を 4 回程度開催 
3.4 各種委員会（常置） 

学術委員会を 4 回程度開催 
技術調査委員会を１回程度開催 
広報・出版委員会を 4 回程度開催 

3.5 事務局 
つくば事務所および東京分室において、事務局業務を行う。 

 








